
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
収
納
事
務
に
係
る
も
の
を
除
く
。）に
係
る
負
担
又
は
助
成
を
除
く
。）に
要
す
る
経

費
（
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
四
十
号
）
第
二
条
第
三

項
に
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
の
た
め
に
必
要
な
経
費
を
除
く
。）

二

地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
（
同
法
第
二
十
一
条
第
三
号
に

掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
（
次
号
に
お
い
て
「
公
営
企
業
型
地
方
独
立
行
政
法
人
」
と
い
う
。）を
除
く
。）が

実
施
す
る
附
則
第
二
条
の
二
十
一
各
号
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
負
担
又
は
助
成
に
要
す
る
経
費

三

公
営
企
業
、
公
営
企
業
型
地
方
独
立
行
政
法
人
、
法
第
五
条
第
五
号
に
規
定
す
る
公
共
的
団
体
、
令
第
一

条
に
規
定
す
る
法
人
そ
の
他
地
域
社
会
の
諸
課
題
に
取
り
組
む
団
体
と
し
て
総
務
大
臣
が
認
め
る
も
の
が
実

施
す
る
附
則
第
二
条
の
二
十
一
第
三
号
及
び
第
四
号
ロ
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
負
担
又
は
助
成
に
要
す
る
経

費
（
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
が
あ
っ
た
場
合
の
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
額
等
の
算
定
方
法
）

（
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
が
あ
っ
た
場
合
の
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
額
等
の
算
定
方
法
）

第
七
条

令
和
七
年
度
に
お
け
る
第
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中「
令
第
十
三
条
」

と
あ
る
の
は
「
令
附
則
第
十
条
、
第
十
一
条
又
は
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令
第
十
三
条
」

と
、「
並
び
に
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
法
第
五
条

の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
並
び
に
地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
五
年
法
律
第
二
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
及
び
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
」
と
す
る
。

第
七
条

令
和
元
年
度
に
お
け
る
第
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中「
令
第
十
三
条
」

と
あ
る
の
は
「
令
附
則
第
十
条
、
第
十
一
条
又
は
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令
第
十
三
条
」

と
、「
並
び
に
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
法
第
五
条

の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
並
び
に
地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
三
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
及
び
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
」
と
す
る
。

２

令
和
八
年
度
に
お
け
る
第
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
令
第
十
三
条
」
と

あ
る
の
は
「
令
附
則
第
十
一
条
又
は
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令
第
十
三
条
」
と
、「
並
び
に

法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
法
第
五
条
の
三
第
四
項

第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
並
び
に
地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法

律
第
二
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
及
び
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
」
と
す
る
。

２

令
和
二
年
度
に
お
け
る
第
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
令
第
十
三
条
」
と

あ
る
の
は
「
令
附
則
第
十
条
、
第
十
一
条
、
第
十
二
条
又
は
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令
第

十
三
条
」
と
、「
並
び
に
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、

法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
並
び
に
地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
三
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
及
び
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
」
と
す
る
。

３

令
和
九
年
度
に
お
け
る
第
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
令
第
十
三
条
」
と

あ
る
の
は
「
令
附
則
第
十
一
条
又
は
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令
第
十
三
条
」
と
、「
並
び
に

法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
法
第
五
条
の
三
第
四
項

第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
並
び
に
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
」
と
す
る
。

３

令
和
三
年
度
に
お
け
る
第
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
令
第
十
三
条
」
と

あ
る
の
は
「
令
附
則
第
十
一
条
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
又
は
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令

第
十
三
条
」
と
、「
並
び
に
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
あ
る
の
は

「
、
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
並
び
に
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
」
と
す
る
。

４

令
和
十
年
度
及
び
令
和
十
一
年
度
に
お
け
る
第
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中

「
令
第
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
令
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令
第
十
三
条
」
と
、「
並

び
に
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
法
第
五
条
の
三
第

四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
並
び
に
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ

す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
」
と
す
る
。

４

令
和
四
年
度
に
お
け
る
第
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
令
第
十
三
条
」
と

あ
る
の
は
「
令
附
則
第
十
二
条
、
第
十
三
条
又
は
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令
第
十
三
条
」

と
、「
並
び
に
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
法
第
五
条

の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
並
び
に
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
」
と
す
る
。
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